
古
着・古
布
を
無
料
回
収

旧
支
所
で
あ
っ
た
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
回
収

　
市
で
は
、
現
在
、
古
着
・
古
布
を
可
燃
ご
み
と
し
て
処
分
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
ご

み
の
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
左
記
の
日
程
で
古
着
・
古
布
を
無
料
で

回
収
し
ま
す
。
直
接
、
指
定
回
収
場
所（
左
表
要
確
認
）へ
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

　
回
収
さ
れ
た
物
は
、
中
古
衣
料
と
し
て
再
利
用
す
る
ほ
か
、
ウ
エ
ス（
工
業
用
雑
巾
）に
リ

サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※雨天でも回収します。
※必ずビニール袋に入れて持ち込んでください。
※回収場所は上記の通りです。ごみ集積所での回収はしていませんのでご注意ください。

回収日 時　間 場　　所

10月27日（日） ９時～ 11時 水口庁舎駐車場

10月27日（日） 14時～ 16時 土山地域市民センター駐車場

10月27日（日） 14時～ 16時 甲賀大原地域市民センター駐車場

10月27日（日） 14時～ 16時 甲南庁舎駐車場

10月27日（日） ９時～ 11時 信楽地域市民センター駐車場

回収日程

回収可能なもの・できないもの
回収可能なもの

回収できないもの
※洗濯がされていて、破れや、著しい汚れがなければ、素材は問いません。

ぬいぐるみ

帽子

カーテン

スリッパ

便座カバー

仕立て布くず
裁断布くず

じゅうたん
カーぺット

コタツ下敷き
電気毛布

汚れたもの
濡れているもの

ベッドマット

布団
枕
座布団

ペット用に
使ったタオル

Gパン

下着

ワンピース

古着

古布

子ども服

スカート

スーツ

トレーナー

タオル

毛布

着物

介護予防
教室

　
「
最
近
、
少
し
歩
い
た
だ
け
で
疲
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
ち
ょ
っ
と
の
段
差
で
つ
ま
づ
く
、
転
ん
だ
」「
転

び
そ
う
で
不
安
」…
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
か
ら
だ
を
動
か
さ
ず
に
い
る
と
、
足
腰
の
筋
力
は

年
齢
以
上
に
衰
え
、
心
身
の
機
能
が
弱
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
に
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
よ
う
、
毎
日
の
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
介
護
予
防
教
室「
筋
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

教
室
」を
実
施
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
近
く
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者：�運
動
器
の
機
能
低
下
が
認
め
ら
れ
る（
市
の

定
め
る
基
準
に
該
当
）65
歳
以
上
の
要
支

援・要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方�

内　
容： 個
別
の
運
動
能
力
に
応
じ
た
、
ス
ト
レ
ッ

チ
や
筋
力
ア
ッ
プ
の
運
動
な
ど

実
施
期
間：10
月
頃
か
ら
約
３
か
月（
全
12
回
）

実
施
場
所：市
内
各
町
毎
の
委
託
事
業
所
な
ど　

「
筋
力
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
教
室
」 

に

参
加
し
ま
せ
ん
か

昭
和
８
年 

５
月
８
日
国
鉄
信
楽
線
開
業
（
信
楽
〜
貴
生
川
間
）

昭
和
18
年 

第
２
次
世
界
大
戦
の
た
め
、
営
業
停
止

 

戦
争
で
レ
ー
ル
と
枕
木
を
供
出

 

終
戦
後
住
民
か
ら
枕
木
材
や
労
働
奉
仕
に
よ
り
再
敷
設

昭
和
22
年 

国
鉄
信
楽
線
再
開

　

昭
和
37
年 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
に
転
換
。
雲
井
駅
は
無
人
駅
に
な
る

昭
和
38
年 

「
勅
旨
」
無
人
駅
で
開
業

昭
和
43
年 

貨
物
専
用
線
敷
設

 

国
鉄
諮
問
委
員
会
が
廃
止
路
線
に
指
定

昭
和
46
年 

信
楽
線
廃
止
反
対
総
決
起
大
会
（
廃
止
反
対
運
動
を
展
開
）

昭
和
55
年 

信
楽
線
を
守
る
会
を
結
成
（
存
続
運
動
を
展
開
）

昭
和
56
年 

特
定
地
方
交
通
線
・
第
一
次
廃
止
対
象
路
線
と
な
る

昭
和
57
年 

貨
物
専
用
線
撤
収

昭
和
61
年 

特
定
地
方
交
通
線
・
第
三
次
廃
止
対
象
路
線
と
な
る

昭
和
62
年 

Ｊ
Ｒ
信
楽
線
廃
止

 

第
三
セ
ク
タ
ー
「
信
楽
高
原
鐵
道
」
が
開
業

 

「
玉
桂
寺
前
」「
紫
香
楽
宮
跡
」
駅
開
業

平
成
３
年 

列
車
衝
突
事
故
。
12
月
運
転
再
開

平
成
７
年 

安
全
車
両
301
号
の
運
転
を
開
始

平
成
９
年 

セ
ー
フ
テ
ィ
し
が
ら
き
設
立

平
成
13
年 

Ｓ
Ｋ
Ｒ
311
号
車

　新
製
配
置

平
成
14
年 

Ｓ
Ｋ
Ｒ
312
号
車

　新
製
配
置

 

信
楽
駅
が
「
近
畿
の
駅
百
選
」
に
認
定

平
成
15
年 

第
１
大
戸
川
橋
梁
が
「
産
業
考
古
学
会
推
薦
産
業
遺
産
」
に
認
定

平
成
20
年 

第
１
大
戸
川
橋
梁
が
「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
認
定

平
成
24
年 

信
楽
高
原
鐵
道
開
業
25
周
年

平
成
25
年 

上
下
分
離
方
式
に
て
運
行
開
始

 

信
楽
線
開
通
80
周
年

交
叉
シ
西
進
シ
テ
雲
井
村
大
字
牧
ノ
部
落
ニ
雲
井

停
車
場
（
中
心
一
〇
粁
二
八
〇
米
）
ヲ
設
置
シ
雲
井

村
平
圃
ヲ
過
キ
橋
梁
ヲ
架
シ
テ
大
戶
川
ヲ
斜
斷
シ

信
樂
町
地
内
ニ
入
リ
再
ヒ
大
戶
川
ヲ
渡
リ
信
樂
町

大
字
長
野
ノ
田
圃
ニ
信
樂
停
車
場
（
中
心
一
四
粁
七

七
〇
米
）
ヲ
設
置
シ
一
四
粁
九
七
一
米
二
二
ニ
終
ル

一
、
測

　
量

　
及

　
選

　
定

　
測 

量 

着 

手

　
　
昭
和
二
年
六
月
二
十
四
日

　
線 

路 

選 

定

　
　
昭
和
三
年
十
一
月
五
日

一
、
線

　
路

　
　
　
單

　
線

　
半

　
　
　
徑

　
　
最
小
二
〇
〇
米

　
勾

　
　
　
配

　
　
最
急
千
分
ノ
三
三

　
路

　
面

　
幅

　
　
四
米
二
〇

　
施
行
基
面
上
軌
條
面
迄
ノ
高
サ
四
〇
糎

　
軌
道
用
砂
利

　
　
横
田
川
產

　
運 

轉 

方 

式

　
　
票
券
式
（
通
信
閉
塞
式
併
用
）

昭
和
八
年
五
月
八
日
開
通

信
樂
線
貴
生
川
信
樂
間
建
設
要
覽鐵 

道 

省

信
樂
線
貴
生
川
信
樂
間
建
設
要
覽

一
、
線

　
路

　
狀

　
勢

本
區
間
ハ
滋
賀
縣
甲
賀
郡
貴
生
川
村
字
内
貴
既
設
貴

生
川
停
車
場
（
柘
植
起
点
一
五
粁
三
〇
〇
米
）
ニ
起

リ
右
曲
シ
テ
貴
生
川
、
北
杣
兩
村
界
杣
川
ニ
杣
川
橋

梁
徑
間
一
五
米
二
四
、
五
連
、
一
二
米
一
九
、
一
連

ヲ
架
設
横
斷
シ
北
杣
村
ノ
田
圃
ヲ
通
リ
縣
道
柘
植
信

樂
兩
街
道
ヲ
夫
々
架
道
橋
ヲ
以
テ
越
ヘ
線
路
ハ
之
ヨ

リ
漸
昇
シ
テ
北
杣
村
牛
飼
部
落
ヲ
貫
キ
左
折
南
進
シ

再
ヒ
信
樂
街
道
ヲ
架
道
橋
ニ
テ
横
斷
シ
庚
申
山
ノ
中

腹
ヲ
曲
折
匐
進
シ
峠
ニ
至
リ
次
第
ニ
下
降
シ
雲
井
村

二
入
リ
隼
人
川
及
信
樂
街
道
ヲ
隼
人
川
橋
梁
ヲ
以
テ

信
楽
線
80
年
の
歩
み

ご
案
内

信
楽
駅
発
行

○
こ
の
乗
車
券
は
、
使
用
当
日
限
り
有
効
で
す
。

○
使
用
当
日
に
限
り
信
楽
高
原
鐵
道
線
に
何
回
で
も
乗
り
降
り
で
き
ま
す
。

○
使
用
開
始
後
の
払
い
戻
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

鐵
道
省
作
成
の
信
樂
線
貴
生
川
信
樂
間
建
設
要
覧
か
ら
一
部
転
載

裏表

信楽線が開通して80年
　大正11年の鉄道敷設法により滋賀県貴生川より京都
府加茂間が建設予定線となり、昭和２年測量作業を開始、
４年に工事が着工。信楽線「貴生川～信楽間」が昭和８年
５月８日、町民の歓喜に包まれて開業しました。
　昭和40年代以降、地方交通線対策により廃止対象路
線となりましたが、町民の熱い願いから、改めて第三セ
クター鉄道として運行することとなり、昭和62年７月
13日「信楽高原鐵道」として営業を開始しました。
　本年は信楽線が開通して80周年を迎えました。４月
からは公有民営化による上下分離方式で運行していま
す。

記念乗車券を発行
　信楽高原鐵道では「信楽線開通80周年」を記念し記念
乗車券を発行します。
　デザインは国鉄信楽線を走っていた「C58型蒸気機
関車」、ディーゼル化後の「キハ58」、第3セクター
信楽高原鐵道開業時の「SKR200形」、安全車両化さ
れた「SKR300形」、開業25周年を記念して施した

「SKR310形のラッピング車両」を配しています。
　乗車券のサイズは縦12.5cm×横21.0cmとかなり
大きく、厚みのある硬券です。
　使用当日に限り信楽から貴生川間を何回でも乗り降
りできる「１日フリー乗車券」で１枚10月1000円、１
日から信楽高原鐵道信楽駅で販売しています。

詳しくは、お問い合わせください。　　信楽高原鐵道株式会社　☎82-3391　 82-3323

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に

ご
協
力
を

　
10
月
は「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」で
す
。

　
骨
髄
バ
ン
ク
は
、
白
血
病
や
再
生
不
良

性
貧
血
な
ど
の
血
液
の
病
気
に
か
か
り
、

骨
髄
移
植
を
希
望
さ
れ
る
患
者
さ
ん
と
、

骨
髄
液
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
と
を
結

ぶ
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
骨
髄
移
植
の

チ
ャ
ン
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
受
付

●
場
所　
滋
賀
県
甲
賀
健
康
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
（
甲
賀
保
健
所
）

●
日
時　
毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
　
９
時
15
分
～
10
時
30
分

　
　
　
　
※
予
約
制
で
す

甲
賀
健
康
福
祉
事
務
所
健
康
衛
生
課

健
康
づ
く
り
担
当

☎
６
３
―
６
１
４
７   

 

６
３
―
６
１
４
２

　
健
診（
検
診
）カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し

て
い
る
献
血
会
場
で
も
骨
髄
バ
ン
ク
登

録
会
を
開
催
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課　

健
康
政
策
係

 

☎
6
５
―
０
７
０
３
／

6
３
―
4
５
９
１

問い合わせ

☎65-0690／ 63-4582生活環境課　廃棄物対策係

問い合わせ

水口☎65-1170　 63-4591
土山☎66-1610　 66-1564
甲賀☎88-8136　 88-6557
甲南☎86-8034　 86-5974
信楽☎82-3180　 82-3138

各地域の地域包括支援センター

甲賀湖南医師会と「災害時
の医療救護活動に関する
協定」を締結
　災害時の医療救護活動に関する協定が９月12日、市
と甲賀湖南医師会との間に結ばれました。
　この協定には、将来発生が予想されている南海トラフ
巨大地震や、火災、風水害といった災害発生時に備えて、
市の要請に基づき同会から救護班が編成され、現場での
対応にあたることや、救護班の輸送や医薬品の供給、医
療費など具体的な内容が盛り込まれています。

　市は、同会と
の本協定をもと
に更なる医療支
援体制を整えて
いき、市民の皆
さんの安心安全
を守るため、防
災対策に取り組
んでまいります。▲協定締結式で握手をする野﨑会長と中嶋市長

問い合わせ

☎65-0665／ 63-4619
危機管理課

信楽線開通80周年記念乗車券発行

特別デザインの完全保存版

※記念乗車券は代行バスでも使えます。

平成25年10月1日 102013.10.111 　　　　2013.10.1 平成25年10月1日


